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  発行  夢野台高等学校 

                                                      進路指導部 

 

年が明ければ、いよいよ大学入学共通テストで

す。情報収集も大切ですが、周囲に惑わされるこ

となく、自分を信じてやり抜きましょう。現役生

はここからが勝負です。受験直前が最も伸びる時期です。腰を据えて取り組めば必ず

力がつきます。『信じる者は救われる！』 

 

サムライブルーがドイツとスペインに勝利し、難関リーグと言

われたグループリーグを突破しました。個々の力ではかなわな

くても、総合力で突破できることを証明してくれました。選手

たちも言っている通り、偶然ではなく、必然だったのです。75

回生の学年集会でも話があったように、受験は団体戦です。周囲の期待を力に変えて、

もうひと踏ん張りしましょう。 

 

 

３年生は最後の仕上げの時期に入ります。次の２つを参考に

してください。 

①【勉強の優先順位】共通テスト対策としては、地歴や理科などの知識を埋めていく。比

較的短期間で詰めていけるところを考えましょう。私大対策としては、過去問を解いて

出題形式に慣れておく。前から順に解く必要はありません。どこから解いていくかがイ

メージできていれば、本番で対応がしやすいです。 

入試は偏差値ではありません。合計得点で合否が決まります。１点でも多くとる準備

をしましょう。難問を解く必要はありません。とれるところでとればいいのです。 

②【体調管理】通学がないので、生活リズムに気を付けて生活しましょう。起床時間、勉

強開始時間、就寝時間を一定にすること。バランスのとれた食事を意識すること。自習

室を利用するのも良いかもしれません。健康管理の面からは、うがい手洗いをきちんと

すること。万全の態勢で本番を迎えましょう。 

２年生は基礎学力の充実です。夏季ほどではありませんが、ある程度まとまった時間

がとれます。この時間を有効活用しましょう。この時期に基礎固めをしておくことが、

後の学力伸長につながります。特に英語と数学ですが、本校は英語を苦手とする生徒が

多いように思います。英語は文理問わず必要です。苦手な人は今のうちにやっておきま

しょう。 

１年生は自分の将来について考える良い機会だと思います。正月に親戚が集まること

もあるでしょう。高校時代のこと、受験のこと、仕事のことなどをきいてみましょう。

勉強面では、夏季と同様、苦手科目に手をつけるチャンスでもあります。 

 

 

12月29日(木)～1月4日(水)は閉めています。冬季休業中に活用

したい赤本は12月28日までに借りに来てください。また、12月20

日までに借りた赤本は年内に返却してください。それ以降に借りた

赤本は1月10日に返却してください。 

『進路の間』については、学年から発表される自習室の開放期間に準じます。 

 

 

75 回生が受験する大学入学共通テスト

の受験に関する新型コロナウイルス感染

症対策のガイドラインについて、前号でお

知らせしましたが、一部改訂がありました。

⑥は一部修正、⑨は削除されました。前号

と照らし合わせて確認してください。 

 

 

大学受験は現役生にとって初めての経験で、わからないことだら

けです。そのうちの1つが服装です。基本は私服です。受験には、

ベストパフォーマンスを発揮できる、着脱のしやすい服装で行きま

しょう。ただし、面接試験には制服で行きましょう。 

 

 N A V I G A T I O N  

― 進路指導部便り ―  第７号     2022年 12月 23日 

          2019年 4月 8日 

令和５年度大学入学共通テスト 

新型コロナウイルス感染症対策 

⑥試験当日の服装、昼食  

…自席で黙食する食事をとること。… 

⑨新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロード 

 この項目は削除されました。 
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11月17日に1年生対象で職業人講話を実施しま

した。多岐にわたる仕事内容や仕事のやりがいにつ

いて考えたり、高校生活についても刺激を受けたり

したことが振り返りから読み取れます。ここでは各

クラスから1名ずつ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生「職業人講話」 

振り返りより 

実施大綱の予告 

振り返りより 
🔵 学校の事務員さんが何をしているかなんて知らなかったし、ましてやどうやってな

るのかや、どういう種類の仕事として扱われているのかなんて考えたことがなかった

ので、将来就く仕事を考える上でのレパートリーが増えてよかったです。特に聞けて

よかったところは、前半で話していた経歴や、公務員になろうと思ったきっかけの部

分です。私は進路のことを考えたり調べたり想像することが苦手なので、実際にどう

いう考えでいろんなことを選択してきたのか、というのはとても興味深かったです。

消去法や単純な考えでもいいんだということや、生活するために働いているのだから

仕事にとらわれすぎない働き方がいいという考えはたしかにそうかもと思いました。

また、大学受験のリベンジで公務員試験を受けたという話は今までにない考えだった

ので、自分の成長のために進路を利用する手もあるんだなと思いました。  （1組） 

 

🔵 公務員にはいろいろな種類があることを知った。事務の人の仕事を考えたことがな

いし、あまり関わりがないから知らなかったけど、今日話を聞いて、事務の人はみん

なから集めたお金をしっかり管理しないといけないので、とても大変だなと思った。

また、後悔しないためには今を大切にして勉強しないといけないと思った。あとから

詰め込んで勉強しようとしても時間がかかるから、後回しにせず、一生懸命勉強しな

いといけないと改めて思った。働くということは、やり甲斐もあるけど責任をもたな

いといけないし、しんどいこともあるので、それに耐えることができるよう、これか

ら責任ある行動をします。                       （２組） 

 

🔵 身を削ってまで仕事をしたいとは思っていなくても、何かやり甲斐を見つけて仕事

を楽しめることを知り、なりたくないと思っていた社会人にちょっとはなってもいい

かなという思いが出てきました。学校には生徒に勉強を教える先生だけではなく、生

徒との直接的な関わりはないけれど、生徒が安心・安全に学校生活を送り、そして卒

業していくことができるように支えてくださる人もいて、それで「学校」というのが

成り立っているんだなと感じました。やっぱりほとんどの人が「勉強をしておけばよ

かった」と言うので、改めて勉強をちゃんとしなければならないなと感じました。 

（３組） 

🔵 お話を聞いて、一度仕事について考えたり、目標を決めることで自分が進む

べき道が見えてくることがわかりました。また、1 年間の勉強の大切さを学びま

した。6 か月間本気で勉強して公務員になった話を聞いて、約半分が過ぎた高校

1 年生の高校生活で何ができるようになったか考えてみましたが、勉強面でも生

活面でもはっきりと自信を持って言えることがないと気付きました。何かに本気

になってやってみることの難しさは今までもたくさん経験してきましたが、改め

て本当に焦りが出てきました。文理選択も終わり、あとは自分が行動に移すだけ

となったので、まずはしっかり勉強をしようと思いました。     （４組） 

 

🔵 将来の夢もなくて、自分がどんな進路でどんな職業に就くのかもあまりイメ

ージできなかったので少し不安だったけど、世の中には数えきれないほどたくさ

んの仕事があることがわかりました。そして、あまり有名ではなかったり、目立

ちはしなくても、自分が普段過ごしている社会にはたくさんの人の苦労と努力が

あり、支えられていることもわかったので、これからはもう少しいろんな種類の

職業に目を向けてみようと思いました。自分の将来の選択の幅を広げるために

も、今のうちから勉強を頑張ろうと思いました。          （５組） 

 

🔵 今うまくいかないことがあっても諦めずに頑張り続ければ結果につながるこ

とがわかった。明日から頑張ろうと自分に甘くなるのではなく、メリハリをつけ

て勉強も普段の生活も頑張りたいと思った。仕事は大変だけど、自分の目標を達

成できたときのやり甲斐を楽しみに、仕事も勉強もしたい。「素直さ」「謙虚さ」

「朗らかさ」の３つの言葉を忘れずに、人との関わりを大切にしたいと思った。 

（６組） 

 

🔵 職業を決めるにあたって、きっかけは様々でいいと思った。公務員と聞くと、

一括りに「政治に携わっている人」と捉えがちだけど、公務員の中にも色々な種

類があって、それによって働き方は全く違った。事務員は市や区で働く人としか

思っていなかったけど、学校や病院、警察署など、国のもとで動いている機関す

べてに関係していると気付いた。重要な書類やお金も整理してくださっていると

知って、提出物もしっかり出そうと思った。私は教育についての仕事に就きたい

と考えていたけど、教師だけでなく、学校を支えてくれている仕事はそれだけで

はなかった。自分も、もっと将来のことについて詳しく調べ、類型の授業に活か

したい。                            （７組） 


